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宇都宮市上下水道基本計画改定計画 

 

進捗状況報告書 

（平成２５年度末時点） 

（素案） 

 

 

 

平成２７年３月 

宇都宮市上下水道局 
 

・ 当素案は，上下水道事業懇話会への意見聴取に際して作成したものであり，今後，懇話会での提

出意見等を踏まえて調整・修正等を行った後に，内容を確定する予定です。 

・ 当素案における「H26 見込値」については，資料作成時点での平成２６年度末の指標の見込み

を示したものであり，今後，事業の進展等により数値が変化する可能性があります。 

別 紙 
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計画の柱１ 水道水の安心給水の推進                  

 

■ 施策の体系 

 

 
 
 
 
 
 
 

計画の柱                基本施策 

１ 水道水の安心給水の推進 1-1 水道水の高品質化の推進 

1-2 安定給水の確保 

1-3 水道施設等の適正な管理 

高品質で安全な水を安定供給します。
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基本施策 1-1 水道水の高品質化の推進                        

■ 取組の基本方向 

 
 
 
 
■ 基本施策 

施策名 指標名 指標の説明 指標主管課

1-1 

水道水の高品質化の

推進 

おいしい水の要件 

（７項目）の適合率 

厚生省（現厚生労働省）の「おいしい水研

究会」によるおいしい水の要件７項目（硬

度，水温，残留塩素など）について，本市

の水道水はこれまでも継続してこの要件を

充たしてきましたが，今後もこの要件に適

合することを目標とします。 

水道管理課

■ 基本事業 

事業名 指標名 指標の説明 H25 取組内容 指標主管課

1-1-（1） 

水道水の水質管理

の充実 

水道ＧＬＰの

認定 

水質検査の精度や体制が確

立されていることを認証す

る日本水道協会の水道ＧＬ

Ｐについて，今後も，認定

審査に合致する信頼性の高

い水質検査を実施し，水道

ＧＬＰの認定を継続してい

きます。 

平成２４年度の水道Ｇ

ＬＰの更新審査におい

て，水道ＧＬＰ事務局

より指摘を受けた事項

の改善に取り組むな

ど，検査の信頼性や分

析精度の向上に努めま

した。 

水道管理課

1-1-（2） 

おいしい水づくり

の推進 

高度浄水処理

技術の導入箇

所 

将来的な水道水源の水質悪

化も想定し，高度浄水処理

技術について研究を進めな

がら，本計画期間中の導入

を目指していきます。 

引き続き，高度浄水処

理技術の導入に向け，

将来的に懸念される原

水水質変化などのリス

クに対して最適な処理

方式の調査，研究を行

いました。 

水道管理課

1-1-（3） 

新鮮でおいしい水

の供給の推進 

小規模貯水槽

水道の指導率 

貯水槽水道のうち，受水槽

が１０㎥以下の小規模貯水

槽水道について，実地検査

の実施により，設置者に直

接管理指導できた比率を示

すもので，指導体制を強化

し，管理の適正化をさらに

推進することにより，一層

おいしい水の供給を進めて

いきます。 

３階直結直圧給水の対

象要件を高さ８ｍから

３階建て屋上までに緩

和しました。また，「貯

水槽水道適正管理推進

計画」に基づき，平成

２６年度より小規模貯

水槽水道の実地検査及

び啓発活動を行うにあ

たり，対象地区の事前

調査や啓発用パンフレ

ットの作成を実施しま

した。 

工事受付センター

 お客様に信頼される水道水を提供するため，水質管理の充実を図ります。 

 また，より一層安全でおいしい水道水を提供するため，新たな浄水方法の導入や直結給水対象の拡

大を検討していきます。 
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H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 評価の説明 備考 

100% 

 

 

 

 

 

100% 100% 100% Ａ：順調 「水安全計画」に基づき水質

管理に関する各取組を推進し

たことにより，おいしい水の

要件を満たしています。 

 

 

 

 
H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 今後の方向性 備考 

認定 認定 認定 認定継続 Ａ：順調 水道ＧＬＰの規定を遵守しな

がら，より高精度で信頼性の

高い水質検査を実施していく

ことで，水道ＧＬＰの認定を

継続していきます。引き続き

「水安全計画」を着実に運用

するなど，水質検査の充実に

努めていきます。 

 

0 か所 0 か所 0 か所 1 か所 Ｃ：進展あり 水源水質の状況を監視しなが

ら，高度浄水処理技術の導入

時期などを検討していきま

す。 

 

 

 

 

29.5% ― 25.0% 80.0% Ｃ：進展あり 引き続き，小規模貯水槽水道

の実地検査や設置者等への啓

発活動を推進していきます。

また，広報紙などを活用して，

小規模貯水槽水道の管理や直

結給水方式への切替促進につ

いて啓発していきます。 
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基本施策 1-2 安定給水の確保                            
■ 取組の基本方向 

 
 
 
■ 基本施策 

施策名 指標名 指標の説明 指標主管課

1-2 

安定給水の確保 

①年間水源水質事故

の発生件数 

 

安全で良質な水源水質を確保するために，

「水安全計画」に掲げる取組を着実に推進

し，水源水質事故の発生を防止します。こ

こでは，年間平均の事故発生件数を半減さ

せることを目標とします。 

水道管理課

②普及率（水道） 

 

給水区域内で水道を使用している人の比率

を示すもので，既に９８％を超えて，水道

の使用を希望するほぼすべての人が水道を

使える状況になっています。今後も，市民

皆水道の実現に向けて，さらにこの比率を

高めていくことを目標とします。 

水道建設課

■ 基本事業 

事業名 指標名 指標の説明 H25 取組内容 指標主管課

1-2-（1） 

水源の保全対策 

監視魚自動監

視装置導入箇

所数 

これまでの水質監視設備に

加えて，白沢浄水場に先行

導入している，水質異常を

即座に感知することができ

る監視魚自動監視装置を，

他の浄水場などにも導入し

ていきます。 

「危機管理に係る水道

施設整備計画」に基づ

き，松田新田浄水場へ

の監視魚自動監視装置

の設置に向け，実施設

計を行いました。 

水道管理課

1-2-（2） 

水道施設等の整備 

配水管理シス

テム整備率 

（計画進捗率） 

平成２３年度に策定した

「配水管理システム整備計

画」に基づく中央コントロ

ールシステムの整備や制御

所の更新などの進捗状況を

示すもので，本計画期間中

に整備の完了を目指しま

す。 

「配水管理システム整

備計画」に基づき，中

央コントロールシステ

ムの整備工事を実施し

たほか，遠方監視制御

装置の設置に向けた実

施設計，川田流量制御

所や豊郷台増圧所の整

備工事などを実施しま

した。 

水道建設課

 

 水道水を安定供給するため，水源の適正管理を着実に実施するほか，水道需要に対応した計画的な

施設整備を行います。 
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H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 評価の説明 備考 

14 件 1 件 1 件 7 件以下 Ａ：順調 「水安全計画」に基づき水源

水質事故の発生抑制に関する

各取組を推進したことによ

り，水源水質事故が未然に防

止できています。 

 

98.1％ 98.1％ 98.2％ 現行水準

以上

Ｂ：概ね順調 計画的に管網の整備を実施す

るとともに，加入促進の取組

を推進したことにより，普及

率は現行水準を維持していま

す。 

 

 

 
H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 今後の方向性 備考 

1 か所 1 か所 2 か所 3 か所 Ａ：順調 平成２６年度に松田新田浄水

場へ装置を導入する見込みで

す。また，計画期間中に高間

木取水場に装置を導入するこ

とで，目標を達成する予定で

あり，引き続き水質監視体制

の充実に努めていきます。 

 

― 62.8％ 83.3％ 100％ Ａ：順調 今後も「配水管理システム整

備計画」に基づき，制御所や

遠方監視制御装置の更新を進

めていくなど，計画的に水道

施設等の整備を進めていきま

す。 
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基本施策 1-3 水道施設等の適正な管理                        

■ 取組の基本方向 

 
 
 
■ 基本施策 

施策名 指標名 指標の説明 指標主管課

1-3 

水道施設等の適正な

管理 

①有収率（水道） 配水量に対する有収水量の比率であり，配

水量がどの程度収益につながるのかを表し

ています。漏水の抑制などに努め，有収率

を向上させることを目標とします。 

 

水道管理課

②老朽配水管更新率

（計画更新率） 

平成１９年度に策定した「老朽配水管布設

替計画」において，老朽配水管と位置づけ

た総延長約３５ｋｍの配水管のうち，布設

替が完了した比率を示すもので，本計画期

間中に布設替を完了させることを目標とし

ます。 

水道建設課

■ 基本事業 

事業名 指標名 指標の説明 H25 取組内容 指標主管課

1-3-（1） 

水道施設等の適正

な管理 

漏水調査実施

率（年間） 

平成２４年度に策定した

「第２次上下水道有収率向

上計画」に基づき，毎年度

に策定する実施計画で定め

られた配水管の漏水調査の

実施率を示すもので，必要

な調査を適切に実施してい

きます。なお，平成２３年

度においては，配水管延長

７５０ｋｍの漏水調査を実

施しています。 

「第２次上下水道有収

率向上計画」に基づき，

平成２５年度に予定し

た延長７５０ｋｍの漏

水調査を実施するな

ど，漏水対策を推進し

ました。 

水道管理課

1-3-（2） 

水道施設等の計画

的な改築・更新 

①松田新田浄

水場施設更

新工事進捗

率（計画進

捗率） 

平成２４年度に策定した

「松田新田浄水場第２期施

設更新計画」に基づく老朽

化した各種設備の更新工事

の進捗状況を示すもので，

本計画期間中に更新工事の

完了を目指します。 

「松田新田浄水場第２

期施設更新計画」に基

づき，松田新田浄水場

の水質計器の一部の更

新工事を実施したほ

か，今後の施設更新に

向けた実施設計などを

行いました。 

水道建設課

②老朽配水管

布設替整備

延長 

平成１９年度に策定した

「老朽配水管布設替計画」

において，老朽配水管と位

置づけた総延長約３５ｋｍ

の配水管のうち，布設替が

完了した延長を示すもの

で，本計画期間中に布設替

の完了を目指します。 

「老朽配水管布設替計

画 」 に 基 づ き ， 約 

２，４７０ｍの老朽配

水管の布設替工事を実

施しました。 

水道建設課

 持続可能な安定給水を確保するため，漏水の抑制に取り組み，老朽化した施設や配水管について，

必要な修繕や計画的な改築・更新を行います。 
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H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 評価の説明 備考 

87.43％ 88.64％ 89.00％ 90.50％ Ａ：順調 「第２次上下水道有収率向上

計画」に基づき，漏水の早期

発見・修繕などの漏水対策を

実施したことにより，有収率

は順調に向上しています。 

 

71％ 81％ 96％ 100％ Ａ：順調 「老朽配水管布設替計画」に

基づき，老朽配水管の布設替

工事を推進したことにより，

目標の達成に向け順調に更新

が進んでいます。 

 

 

 
H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 今後の方向性 備考 

100％ 100％ 100％ 100％ Ａ：順調 効率的で効果的な漏水調査と

するため，漏水量の多い地区

の調査を強化することによ

り，水資源の有効活用に努め,

有収率向上に取り組んでいき

ます。あわせて，引き続き水

道施設の一層適正な維持管理

に努めていきます。 

 

 

 

※耐震化に

ついては，基

本事業 3-2-

（1）を参照

のこと 

― 21.7％ 57.1％ 100％ Ａ：順調 今後も「松田新田浄水場第２

期施設更新計画」に基づき，

松田新田浄水場や高間木取水

場における老朽化した各種設

備の更新を進めていきます。 

 

 

 

 

約 25km 約 29km 約 34km 約 35km Ａ：順調 今後も「老朽配水管布設替計

画」に基づき布設替を進め，

早期の計画完了を目指してい

きます。 
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計画の柱２ 下水の適正処理の推進               

■ 施策の体系 

 

 
 
 
 
 
 

計画の柱                基本施策 

２ 下水の適正処理の推進 2-1 生活排水の適正処理の推進 

2-2 雨水対策の推進 

2-3 下水道施設等の適正な管理 

生活排水と雨水を適正に処理し，快適

な生活環境を確保します。 
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基本施策 2-1 生活排水の適正処理の推進                       

■ 取組の基本方向 

 
 
 
 
 

■ 基本施策 

施策名 指標名 指標の説明 指標主管課

2-1 

生活排水の適正処理

の推進 

①合流式下水道改善

率 

合流式下水道区域において，雨天時の河川

への放流水質の改善状況を表すもので，本

計画期間中に「合流式下水道緊急改善計画」

に掲げた取組を完了することを目標としま

す。 

下水道建設課

②整備率（公共下水

道） 

公共下水道事業計画区域における整備済面

積の比率を表すもので，既に９割を超えて

いますが，より多くの市民が下水道を利用

できるよう，この比率を高めていくことを

目標とします。 

下水道建設課

■ 基本事業 

事業名 指標名 指標の説明 H25 取組内容 指標主管課

2-1-（1） 

汚水管渠の整備 

公共下水道整

備面積 

平成２３年度に策定された

「生活排水処理基本計画」

に基づき，公共下水道の整

備を計画的に推進し，下水

道が利用できる区域の拡大

を図っていきます。 

河内・上河内地区や区

画整理地内（鶴田第

２・宇大東南部第１・

第２，岡本駅西）など

における汚水管渠の整

備を実施しました。 

 

 

下水道建設課

2-1-（2） 

水再生センター・

中継ポンプ場の整

備 

河内水再生セ

ンターの水処

理施設整備 

処理区域の拡大による処理

水量の増加に伴い，河内水

再生センターの施設整備を

実施し，適正な生活排水の

処理を図っていきます。 

河内水再生センターの

処理水量を再精査し，

事業期間の見直しなど

を行いました。 

下水道管理課

2-1-（3） 

合流式下水道の機

能改善 

貯留施設設置

数 

平成２３年度に見直しを実

施した「合流式下水道緊急

改善計画」に基づく未処理

放流を減らすための貯留施

設の設置箇所数を示すもの

で，本計画期間中の設置の

完了を目指します。 

「合流式下水道緊急改

善計画」に基づき，貯

留施設６か所の設置工

事を実施し，計画に掲

げられたすべての施設

整備が完了しました。 

下水道建設課

 

 地域の状況に即した効率的な下水道整備を図るほか，将来の処理水量の予測に基づく計画的な施設

整備と事業の効率化を推進します。 

 また，河川などの公共用水域の水質保全を図る事業に取り組むほか，民間等の事業場排水の水質の

適正化に努めます。 
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H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 評価の説明 備考 

61％ 100％ 100％ 100％ Ｆ：完了 「合流式下水道緊急改善計

画」に基づき，貯留施設設置

工事を着実に推進したことに

より，全１２か所の工事が完

了し，目標値を達成しました。 

 

94.7％ 94.1％ 94.3％ 97.9％ Ｂ：概ね順調 市街化調整区域を中心に計画

的に整備を進めていますが，

平成２４年度に事業計画区域

を拡大したことなどにより，

実績値が減少しています。 

 

 
H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 今後の方向性 備考 

9,236ha 9,302ha 9,323ha 9,707ha Ｂ：概ね順調 国の動向を踏まえながら，地

域特性に応じたさまざまな処

理方式を組み合わせ，今後 

１０年程度を目処に生活排水

処理の概成を目指す「下水道

アクションプラン」を策定し，

それに基づき整備を進めてい

きます。 

 

3 系列 3 系列 3 系列 4 系列 Ｃ：進捗あり 河内水再生センターの水処理

施設の整備を開始するほか，

大塚中継ポンプ場などの施設

整備を計画的に推進していき

ます。 

 

4 か所 12 か所 ― 12 か所 Ｆ：完了 平成２５年度をもって，貯留

施設設置工事は完了しまし

た。今後は，供用開始後の未

処理放流水の観測を行い，実

績について評価を行っていき

ます。 
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事業名 指標名 指標の説明 H25 取組内容 指標主管課

2-1-（4） 

公共用水域の水質

向上 

放流水質基準

適合率 

水再生センターから河川へ

の放流水について，水質基

準への適合の比率を示すも

ので，現在でも基準に

１００％適合していること

から，今後もこの数値を維

持していきます。 

下水道の水質管理の充

実を図り，適正に各水

再生センターの維持管

理業務を実施すること

で，基準に適合する放

流水質を実現していま

す。また，「下水道水質

管理基本計画」に基づ

き，計画的に特定事業

場等の立入検査を実施

しました。 

下水道管理課
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H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 今後の方向性 備考 

100％ 100％ 100％ 100％ Ａ：順調 引き続き，水再生センターの

適正な維持管理により，放流

水質の基準適合を維持してい

くほか，特定事業場等への計

画的な立入検査を実施してい

きます。 
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基本施策 2-2 雨水対策の推進                            

■ 取組の基本方向 

 
 
 
■ 基本施策 

施策名 指標名 指標の説明 指標主管課

2-2 

雨水対策の推進 

重点８排水区雨水幹

線整備率 

「公共下水道雨水整備計画」において，特

に緊急度が高い重点排水区として定めた８

排水区における雨水幹線の整備状況を示す

もので，引き続き整備を進めることを目標

とします。 

 

下水道建設課

■ 基本事業 

事業名 指標名 指標の説明 H25 取組内容 指標主管課

2-2-（1） 

雨水幹線等の整備 

雨水幹線整備

延長（累計） 

「公共下水道雨水整備計

画」において整備が計画さ

れた雨水幹線のうち，整備

延長の実績を示したもの

で，本計画期間中において

も，引き続き整備を計画的

に推進していきます。 

平成２５年度は，「公共

下水道雨水整備計画」

を改定し，新たな重点

排水区（下水道事業で

優先的に整備を推進す

る排水区）を設定しま

した。 

下水道建設課

2-2-（2） 

宅地内雨水貯留・

浸透施設設置の促

進 

雨水貯留施設

等設置費補助

基数 

雨水貯留施設等設置費の補

助により設置された施設の

基数を示すもので，設置基

数の増加により，雨水の流

出抑制につなげていくこと

を目指します。 

引き続き，宅地内雨水

貯留・浸透施設に係る

設置費補助を実施した

ほか，広報紙やＨＰに

よる啓発，地区市民セ

ンターやイベントにお

ける実物展示，自治会

における説明会の実

施，住宅展示場やホー

ムセンターにおけるパ

ンフレット設置など，

積極的な広報活動を行

いました。また，設置

者に対するアンケート

調査を行いました。 

下水道管理課

 

 市街地の浸水被害を解消するため，公共下水道雨水幹線の整備を図るほか，市民協働による雨水対策

事業を推進します。 
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H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 評価の説明 備考 

70％ 70％ ― 75％ Ｃ：進展あり 近年の浸水被害状況や被害要

因を踏まえ，平成２５年度に

「公共下水道雨水整備計画」

を改定しました。平成２６年

度より改定計画に基づいて整

備を進めていきます。 

 

 
H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 今後の方向性 備考 

15,150ｍ 15,160ｍ ― 16,150ｍ Ｃ：進展あり 今後は，平成２５年度に策定

した「公共下水道雨水整備計

画改定計画」に基づき，雨水

幹線等の整備を行っていきま

す。 

 

 

 

181 基 178 基 130 基 1,000 基

（年平均

200 基）

Ｂ：概ね順調 設置者アンケート調査に寄せ

られたお客さまの声を活かし

たＰＲを行うなど，今後もさ

らなる広報活動の充実を図り

設置基数の増加を目指しま

す。 
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基本施策 2-3 下水道施設等の適正な管理                       

■ 取組の基本方向 

 
 
 
■ 基本施策 

施策名 指標名 指標の説明 指標主管課

2-3 

下水道施設等の適正

な管理 

①有収率（下水道） 汚水処理水量に対する有収水量の比率であ

り，処理量がどの程度収益につながるのか

を表しています。不明水流入の抑制などに

努めることで，有収率を向上させることを

目標とします。 

 

 

下水道管理課

②老朽管渠更新率 

（計画進捗率） 

平成２０年度及び２４年度に策定した「下

水道長寿命化計画」において，更新の対象

とされた老朽管渠のうち，工事が完了した

延長の比率を示すもので，本計画期間中に

更新を完了することを目標とします。 

下水道建設課

■ 基本事業 

事業名 指標名 指標の説明 H25 取組内容 指標主管課

2-3-（1） 

下水道施設等の適

正な管理 

老朽管渠修繕

箇所数（累計） 

平成２２年度に策定した

「公共下水道老朽管渠修繕

計画」における，田川第１

処理区内の浸入水やひび割

れが見られる異常箇所の修

繕済箇所数を示すもので，

改定計画期間中に修繕工事

の完了を目指します。 

 

「公共下水道老朽管渠

修繕計画」に基づき，

計画的に異常箇所の修

繕工事を実施しまし

た。 

下水道管理課

2-3-（2） 

下水道施設等の計

画的な改築・更新 

①川田水再生

センター水

処理施設改

築工事進捗

率 

川田水再生センターの施設

改築・更新のうち，第２期・

第３期に位置づけられてい

る，水処理２系・３系設備

の改築工事の進捗状況を示

すもので，本計画期間中に

工事の完了を目指します。

「下水道長寿命化計

画」に基づき，川田水

再生センター水処理施

設の改築に向けた実施

設計を実施しました。 

下水道管理課

②老朽管渠更

新延長（累

計） 

平成２０年度及び２４年度

に策定した「下水道長寿命

化計画」において，改築・

更新の対象とされた老朽管

渠のうち，工事が完了した

延長を示すもので，本計画

期間中に更新の完了を目指

します。 

「下水道長寿命化計

画 」 に 基 づ き ， 約 

２００ｍの老朽管渠更

新工事を実施しまし

た。 

下水道建設課

 

 地下水などの不明水の下水道への流入抑制を図り，下水処理の効率化を推進するほか，老朽化の進む

水再生センター，中継ポンプ場，管渠などについて，必要な修繕や計画的な改築・更新を行います。 
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H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 評価の説明 備考 

68.60％ 67.64％ 62.19％ 70.23％ Ｃ：進展あり 「第２次上下水道有収率向上

計画」に基づき，不明水対策

などを推進していますが，年

間降水量が増加した影響や管

渠の老朽化による地下水等の

浸入の増加により，有収率は

低下しています。 

 

21％ 32％ 49％ 100％ Ａ：順調 「下水道長寿命化計画」に基

づき，老朽管渠の更新工事を

推進したことにより，順調に

進捗しています。 

 

 

 
H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 今後の方向性 備考 

13 か所 68 か所 86 か所 102 か所 Ａ：順調 今後も「公共下水道老朽管渠

修繕計画」に基づき，計画的

に修繕工事を実施し，早期の

計画完了を目指すなど，下水

道施設等の一層適正な維持管

理に努めていきます。あわせ

て，引き続き不明水対策等の

取組を着実に進めていきま

す。 

 

― 0％ 2％ 100％ Ｃ：進展あり 今後も「下水道長寿命化計画」

に基づき，計画的に下水道施

設の改築工事を進めていきま

す。 

 

 

 

 

670ｍ 990ｍ 1,545ｍ 3,130ｍ Ｂ：概ね順調 今後も「下水道長寿命化計画」

に基づき老朽管渠の更新を進

め，計画期間である平成２９

年度の工事完了に向けて取り

組んでいきます。 
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計画の柱３ 危機管理の強化                  

■ 施策の体系 

 

 
 
 
 
 

計画の柱                基本施策 

３ 危機管理の強化 3-1 危機管理体制の充実 

3-2 施設等の災害・危機管理対策の推進 
災害に強いライフラインの確立と危機

管理体制の強化を図ります。 



- 18 - 
 

基本施策 3-1 危機管理体制の充実                          

■ 取組の基本方向 

 
 
 
■ 基本施策 

施策名 指標名 指標の説明 指標主管課

3-1 

危機管理体制の充実 

緊急時対応訓練の実

施 

災害や事故が発生した場合に的確に対応す

るために，上下水道局で各部門が実施して

いる緊急時を想定した各種訓練に加えて，

組織間の連携が十分に確保できるよう，全

局的な緊急時対応訓練を実施し，訓練内容

を充実させることを目標とします。 

企業総務課

■ 基本事業 

事業名 指標名 指標の説明 H25 取組内容 指標主管課

3-1-（1） 

緊急時対応の強化 

応急給水実地

訓練職員参加

率 

応急給水実地訓練に参加し

た上下水道局一般職員（講

師担当の配水管理センター

維持グループ及び再任用職

員を除く総括主査以下の職

員）の比率を示すもので，

毎年度２５％以上の職員が

訓練に参加し，応急給水に

関する各種操作手順を習得

することを目指します。 

上下水道局における応

急給水訓練を実施した

ほか，局の緊急時対応

訓練や市防災訓練にお

いても，災害発生時を

想定した実践的な応急

給水訓練を実施しまし

た。 

企業総務課

 

 災害や事故などの発生による市民生活への影響を最小限に抑えるため，各種危機事案への効果的な

対策を十分に講じ，緊急時対応の強化を図ります。 
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H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 評価の説明 備考 

実施 充実 充実 充実 Ａ：順調 これまでの所属別の訓練に加

えて，緊急時における初動体

制の確立，的確な被害状況の

情報収集・伝達等を図るため，

新たに全局的な「緊急時対応

訓練」を実施しました。 

 

 
H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 今後の方向性 備考 

24.9％ 25.0％ 25.6％ 25.0％ Ａ：順調 今後も訓練を継続し，多くの

職員が応急給水に関する各種

操作手順を習得することを目

指すなど，一層の緊急時対応

体制の充実を図っていきま

す。 
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基本施策 3-2 施設等の災害・危機管理対策の推進                   

■ 取組の基本方向 

 
 
 
■ 基本施策 

施策名 指標名 指標の説明 指標主管課

3-2 

施設等の災害・危機

管理対策の充実 

基幹施設建築物の耐

震化工事着手率 

上下水道の基幹施設である，松田新田浄水

場・川田水再生センターにおける耐震化が

必要な主要建築物のうち，工事に着手した

ものの比率を示すもので，本計画期間中に

該当する主な工事に着手することを目標と

します。 

 

 

 

 

 

水道管理課

下水道管理課

■ 基本事業 

事業名 指標名 指標の説明 H25 取組内容 指標主管課

3-2-（1） 

耐震化の取組強化 

①上下水道施

設の耐震化

工事取組件

数 

耐震化工事に着手，または

耐震化工事の設計まで事業

が進捗している上下水道施

設の件数を示すもので，着

実に耐震化工事を推進して

いきます 

「上下水道施設耐震化

基本計画」などに基づ

き，水道事業では松田

新田浄水場中央管理棟

の耐震化に向けた実施

設計を実施しました。

また，下水道事業では，

下水道施設における耐

震化の方向性に関する

検討を進めました。 

 

水道建設課

下水道管理課

②水道基幹管

路の耐震適

合率 

水道の基幹管路（導水管，

送水管，配水本管）のうち，

耐震管と耐震性があると評

価された耐震適合管の占め

る比率を示したもので，着

実にその比率を高めていき

ます。 

耐震化と合わせた水道

基幹管路の布設替を進

めており，約５４０ｍ

の整備を実施しまし

た。 

水道建設課

3-2-（2） 

施設の警備体制の

強化 

水道施設にお

ける危機管理

設備整備件数 

（累計） 

水道施設の警備体制を強化

するため，平成２４年度に

策定した「危機管理に係る

水道施設整備計画」の進捗

状況を，設備の整備件数を

指標として表すもので，本

計画期間中に整備の完了を

目指します。 

「危機管理に係る水道

施設整備計画」に基づ

き，防護設備（４件）

や監視警戒設備（１件）

の整備を進めました。 

水道建設課

 将来にわたり，市民生活に欠かすことのできない上下水道を維持するため，施設等の耐震化を推進

するとともに，平常時の危機管理対策を強化します。 
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H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 評価の説明 備考 

耐震診断

完了 

0％ 0％ 75％ Ｃ：進展あり 「上下水道施設耐震化基本計

画」に基づき，水道事業にお

いては，松田新田浄水場中央

管理棟の耐震化に向けた実施

設計を行い，工事着手に向け

順調に準備を進めています。 

また，下水道事業においては，

水再生センターのあり方検討

と合わせて，耐震化の方向性

について検討を進めていま

す。 

 

 
H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 今後の方向性 備考 

0 件 1 件 1 件 4 件 Ａ：順調 水道事業においては，平成２６

年度に「第１期水道施設耐震

化整備計画」を策定したこと

から，同計画に基づき，計画

的に事業を推進していきま

す。 

また，下水道事業については，

水再生センターの今後のあり

方と合わせて，耐震化の方向

性について検討していきま

す。 

 

47.4％ 48.9％ 49.1％ 50.0％ Ａ：順調 白沢浄水場送水管の布設替を

実施していくほか，平成２６

年度に策定した「第１期水道

施設耐震化整備計画」に基づ

く取組を推進していきます。 

 

 

 

― 5 件 13 件 16 件 Ａ：順調 今後も「危機管理に係る水道

施設整備計画」に基づき，計

画的に監視警戒設備，水質監

視設備の整備を進めていきま

す。 
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計画の柱４ 環境負荷低減の推進                  

■ 施策の体系 

 

 
 
 
 
 

 

計画の柱                基本施策 

4 環境負荷低減の推進 4-1 環境に配慮した取組の推進 

環境に配慮した取組を推進し，持続可

能な循環型社会の構築に貢献します。
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基本施策 4-1 環境に配慮した取組の推進                       

■ 取組の基本方向 

 
 
 
■ 基本施策 

施策名 指標名 指標の説明 指標主管課

4-1 

環境に配慮した取組

の推進 

局庁舎電力消費量の

削減率（H22 年度比）

上下水道局庁舎における電力消費量が，平

成２２年度からどの程度削減されたかを比

率で表すもので，環境に配慮した取組の推

進により，この比率を可能な限り高めてい

くことを目標とします。 

企業総務課

■ 基本事業 

事業名 指標名 指標の説明 H25 取組内容 指標主管課

4-1-（1） 

省エネルギー対策

の推進 

ＩＳＯ 

１４００１の

市環境マネジ

メントシステ

ム適合状況 

上下水道局では現在，宇都

宮市で全庁的に取り組んで

いる環境マネジメントシス

テムに適合した環境配慮行

動を推進していますが，今

後もこのシステムに適合す

るよう，環境に配慮した取

組を進めていきます。 

市環境マネジメントシ

ステムに基づき，節電

やごみ分別の徹底な

ど，環境配慮行動を推

進しました。 

企業総務課

4-1-（2） 

再生可能エネルギ

ーの有効活用 

太陽光発電・

小水力発電設

備設置箇所 

上下水道施設３か所に太陽

光発電設備を，１か所に小

水力発電設備を設置してい

ますが，設備の増設を検討

し，さらなる再生可能エネ

ルギーの有効活用を進めま

す。 

太陽光発電の推進のた

め，市長部局が実施す

る「第２回太陽光発電

向け市有財産貸出事

業」の貸出候補地を選

出するなど，設置箇所

の増設に向けた取組を

実施しました。 

 

企業総務課

4-1-（3） 

上下水道資源の有

効活用 

汚泥消化ガス

の有効活用率 

川田水再生センターで発生

する汚泥消化ガスについて

は，現在，焼却炉の燃料な

どで約７割を活用していま

すが，新たな有効活用手法

の導入を検討し，一層の有

効活用を目指していきま

す。 

汚泥消化ガスの有効活

用を推進するため，川

田水再生センター消化

ガス発電施設の建設工

事に向けた基本設計を

実施し，工事発注のた

めの各種作業を進めま

した。 

下水道管理課

 

 環境負荷の低減を図り，持続可能な循環型社会の構築に貢献するため，省エネルギー対策や再生可

能エネルギー・上下水道資源の有効活用を推進します。 
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H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 評価の説明 備考 

18.8％ 22.2％ 22.8％ 20.0％ Ａ：順調 環境に配慮した取組を推進し

たことにより，局庁舎電力消

費量の削減率は向上してお

り，目標値を超えた実績を上

げています。 

 

 
H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 今後の方向性 備考 

適合 適合 適合 適合 Ａ：順調 引き続き，市環境マネジメン

トシステムに適合するよう，

環境配慮行動を徹底していき

ます。 

 

 

 

 

 

4 か所 4 か所 4 か所 増設 Ｃ：進展あり 平成２６年度当初に「第２回

太陽光発電向け市有財産貸出

事業」が実施・公募された結

果，下水道施設の１施設にお

いて，民間事業者による太陽

光発電の設置が見込めること

となったため，今後は設置に

向けた取組・支援を実施して

いきます。 

 

70％ ― 70％ 70％超 Ｃ：進展あり 川田水再生センターにおける

消化ガス発電施設について，

平成２８年度からの稼動及び

発電電力の売電を目標に事業

を進めていきます。 
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計画の柱５ お客様サービスの充実                  

■ 施策の体系 

 

 
 
 
 
 

計画の柱                基本施策 

５ お客様サービスの充実 5-1 お客様サービスの高品質化 

お客様ニーズに的確に対応し，お客様

満足度の向上に努めます。 
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基本施策 5-1 お客様サービスの高品質化                       

■ 取組の基本方向 

 
 
 
■ 基本施策 

施策名 指標名 指標の説明 指標主管課

5-1 

お客様サービスの高

品質化 

お客様満足度 毎年度実施される市政世論調査において，

基本施策「上下水道サービスの質を高める」

に「満足している」，「どちらかというと満

足している」と回答した人の比率を示すも

ので，お客様サービスをさらに充実させる

ことにより，お客様満足度を高めていくこ

とを目標とします。 

 

 

 

経営企画課

■ 基本事業 

事業名 指標名 指標の説明 H25 取組内容 指標主管課

5-1-（1） 

お客様サービスの

充実 

広報紙閲読率 マーケティング調査など

で，局が発行する広報紙「わ

たしたちのくらしと水」を

「いつも読んでいる」，「た

まに読んでいる」と回答し

た人の比率で，内容の充実

などに取り組み，お客様へ

のさらなる情報提供を進め

ていきます。 

 

引き続き，年４回の広

報紙発行を中心に，ホ

ームページやイベント

への出展などを通じ

て，お客様への情報提

供を実施しました。 

経営企画課

※ 「5-1-（2）新鮮でおいしい水の製造と供給の推進」，「5-1-（3）広報広聴活動の充実」については，

一部取組を除いて再掲のため，記載は省略します。 

 

 

 上下水道事業に係る広報広聴活動の充実強化を推進し，事業に対するお客様の理解と信頼の向上に

努めるとともに，お客様ニーズを的確に反映した事業を展開し，お客様満足度の向上に努めます。 
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H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 評価の説明 備考 

68.2％ ― 66.0％ 75.0％ ―：その他 平成２４年度より，評価の指

標として用いていた市政世論

調査の調査項目が変更された

ことから，平成２５年度につ

いては実績評価を見送りまし

た。平成２６年度より当計画

の指標に適合する形で調査項

目を追加したことから，今後

は適切な評価を実施していき

ます。 

 

 
H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 今後の方向性 備考 

64.8％ ― 50.5％ 70.0％ ―：その他 広報紙については，局オリジ

ナルキャラクター「水道ぼう

や」を多く活用するなど，よ

りわかりやすい紙面づくりに

努めていきます。 

また，水道１００周年・下水

道５０周年記念事業とも合わ

せて効果的な広報広聴活動に

取り組んでいきます（基本事

業 5-1-（3））。 
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計画の柱６ 信頼経営の推進                    

■ 施策の体系 

 

 
 
 
 
 

計画の柱                基本施策 

６ 信頼経営の推進 6-1 経営基盤の強化 

6-2 経営の効率化 
健全経営の推進と人材育成により経営

基盤の強化を図り，信頼性を確保します。
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基本施策 6-1 経営基盤の強化                             

■ 取組の基本方向 

 
 
 
 
■ 基本施策 

施策名 指標名 指標の説明 指標主管課

6-1 

経営基盤の強化 

企業債残高（上下合

計） 

建設改良事業の財源として，財務省などか

ら借り入れた資金の残高を表すもので，支

払利息の負担を軽減する目的などから，今

後も可能な限り残高を縮減することを目標

とします。 

 

経営企画課

■ 基本事業 

事業名 指標名 指標の説明 H25 取組内容 指標主管課

6-1-（1） 

財政基盤の強化 

①収納率（水 

道料金） 

 

 

 

 

 

請求した水道料金等のう

ち，実際に収納した料金の

比率を示すもので，平成

２３年度の収納率（現年度

分と過年度分を合わせた

率）は，「第２次水道料金等

の収納率向上計画」の目標

値を上回っており，良好な

水準にあります。料金収入

は経営の根幹となるもの

で，今後もこの水準を維持

していきます。 

収納率の維持向上に向

けて，継続的な訪問，

電話催告を実施すると

ともに，特に市内転居

休止分の未納者対策を

強化したほか，何度催

告してもなお未納であ

る者に対しては，厳正

な給水停止や支払督促

（水道），積極的な財産

調査を実施した上での

差押（下水道）などの

滞納処分を実施しまし

た。 

サービスセンター

①収納率（下 

水道使用料） 

 

 

 

 

 

②経常収支比 

率（水道） 

 

 

経常費用に対する経常収益

※の比率で算定されるもの

で，公営企業においては，

１００％以上であることが

望ましいとされていること

から，今後もこの水準を維

持していきます。 

国庫補助金確保や建設

コスト縮減を進めたほ

か，特定被災地方公共

団体を対象とした公的

資金補償金免除繰上償

還制度を活用して，企

業債に係る支払利息の

縮減を図り，良好な収

支を維持しました。 

経営企画課

②経常収支比 

率（下水道） 

 

 

 
 
 
 
 
 

 適正な上下水道料金の確保を図るとともに，建設コストや企業債残高などの縮減に努め，経営の健

全性を確保します。また，人材育成を強化し，公営企業を運営するために必要な職員の育成と技術力

の維持向上を図ります。 
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H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 評価の説明 備考 

1,278 

億円 

1,118 

億円 

1,056 

億円 

1,000

億円以下

Ａ：順調 特定財源の確保や建設コスト

の縮減により新規起債を抑制

したほか，補償金免除繰上償

還制度を活用したことなどに

より，企業債残高は順調に縮

減できています。 

 

 
H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 今後の方向性 備考 

97.88％ 

 

 

 

 

 

 

97.90％ 97.91％ 現行水準

の維持

Ａ：順調 「第２次水道料金等の収納率

向上計画」の基本方針に基づ

く具体的施策を着実に実施す

ることで，引き続き高水準で

ある収納率の維持・確保を図

っていきます。 

 

97.04％ 

 

 

 

 

 

 

96.95％ 96.95％ 現行水準

の維持

Ａ：順調  

122.3％ 

 

 

 

119.7％ 125.1％ 100％

以上

Ａ：順調 引き続き特定財源の確保や建

設コストの縮減に努めるほ

か，遊休資産の処分（水道）

や汚泥消化ガス発電事業によ

る収入確保（下水道）などを

通じて，一層の経営の健全性

確保に取り組んでいきます。 

 

108.0％ 

 

 

 

109.8％ 110.9％ 100％

以上

Ａ：順調  
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事業名 指標名 指標の説明 H25 取組内容 指標主管課

6-1-（2） 

人材育成の強化 

職員の年間研

修参加回数 

上下水道局職員が職場内外

で１年間に参加した研修の

平均回数を示すもので，職

員の研修参加機会を確保す

るとともに，内容の充実に

努め，上下水道事業の運営

に必要な能力の向上を図っ

ていきます。 

「上下水道局研修計

画」に基づき，局職員

全体を対象とした集合

研修，研修機関等への

派遣研修などを実施

し，局職員の能力向上

を図るとともに，研修

に参加しやすい職場風

土の醸成に努めまし

た。 

企業総務課
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H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 今後の方向性 備考 

3.5 回 3.7 回 集計中 3.5 回 Ａ：順調 引き続き，研修機会の確保と

内容の充実に努め，職員の能

力向上を図るとともに，本局

を取り巻く社会環境の変化や

これまでの人材育成の取組の

評価を踏まえ，「人材育成方

針」の改定を進めていきます。 
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基本施策 6-2 経営の効率化                             

■ 取組の基本方向 

 
 
 
 
■ 基本施策 

施策名 指標名 指標の説明 指標主管課

6-2 

経営の効率化 

企業債残高（上下合

計，再掲） 

建設改良事業の財源として，財務省などか

ら借り入れた資金の残高を表すもので，支

払利息の負担を軽減する目的などから，今

後も可能な限り残高を縮減することを目標

とします。 

 

経営企画課

■ 基本事業 

事業名 指標名 指標の説明 H25 取組内容 指標主管課

6-2-（1） 

民間的経営手法の

活用 

会計基準見直

しへの対応 

地方公営企業法等の改正に

より，平成２６年度から新

たな会計基準が適用されま

す。このことから，法改正

に的確に対応し，新基準へ

の移行を円滑に実現してい

きます。 

新たな会計基準を適用

した平成２６年度予算

案の作成に向けて，必

要となる固定資産の取

扱いの見直しや引当金

計上の考え方の整理な

どの作業を行いまし

た。また，財務会計シ

ステムの改修等を実施

しました。 

経営企画課

6-2-（2） 

計画的・効率的な

事業の推進 

水道事業アセ

ットマネジメ

ントの実施 

水道事業においては，アセ

ットマネジメントの取組を

試行的に開始しており，今

後はより高いレベルでの取

組を実施し，中長期的な資

産管理のあり方を踏まえた

経営につなげていきます。

水道事業においては，

「水道事業アセットマ

ネジメント推進基本方

針」を策定し，本格実

施に向けた考え方や方

向性などを示しまし

た。 

 

 

 

水道管理課

 

 中長期的な資産管理のあり方検討や，さらなるＩＣＴ（情報通信技術）の活用などを通じて，効率

的な経営を推進することで，上下水道料金の維持抑制に努めながら，持続可能な事業運営を確立しま

す。 
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H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 評価の説明 備考 

1,278 

億円 

1,118 

億円 

1,056 

億円 

1,000

億円以下

Ａ：順調 特定財源の確保や建設コスト

の縮減により新規起債を抑制

したほか，補償金免除繰上償

還制度を活用したことなどに

より，企業債残高は順調に縮

減できています。 

 

 
H23現状値 H25実績値 H26見込値 H29目標値 H25 評価 今後の方向性 備考 

検討 一部対応 一部対応 検討済 Ａ：順調 新たな会計基準が適用される

平成２６年度決算に向けて，

引き続き対応を進めるほか，

経営状況をより適切に把握す

るため，経営分析の手法を見

直していきます。 

 

 

 

 

 

施行実施 基本方針

策定 

推進基本

計画策定 

本格実施 Ａ：順調 水道事業においては，中長期

的な視点により計画的に水道

施設を管理運営するアセット

マネジメントシステムを確立

していきます。なお，下水道

事業では，ストックマネジメ

ントシステムの構築に必要と

なる基本情報を整理した基本

計画等を策定し，基礎調査な

どを実施していきます。 

 

 


